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№ 担当課

テーマ「高齢者施策」
【　市民評価委員の質問及び意見と事務事業担当課の回答　】

1 家庭介護者慰労金支給事業

1

　これまでの経過によると、国の支給要件
を越えているため国の補助は受けずに実
施されてきたとのことです。
　今後、国の補助を受けて事業を行うこと
は可能でしょうか。また、その場合、国の
支給要件及び補助率はどうなっています
か。

2

　国の助成制度は平成17年度までは、特定事業に対
する補助金制度となっていました。平成18年度からは
地域支援事業として介護保険制度に組み込まれ、市
町村が独自に事業ができる交付金となっています
が、事業実施のためには国との協議、許可が必要に
なります。また、地域支援事業は介護給付費に対し
事業費割合が定められており、現状では介護予防事
業や生活支援事業を実施している状況です。
　財源としては、国39.5%、県19.75%、市19.75%、第1号
保険料21%の割合になっています。

3

　国の制度は平成12年度に創設され、支給要件は、
「要介護4、5で、市町村民税非課税世帯の在宅高齢
者を、過去1年間介護保険サービスを受けずに介護
していること」でした。

対象事業名

担当課の回答・考え方質問・意見

＜対象者について＞
①基準日を11月1日とした根拠は？

②「基準日前1年間に要介護者と同居し」
とあるが、同居の解釈に、もっと柔軟性を
持たせるべきではないか。例えば別居でも
同一地域内ですぐ近くに居住している通い
で在宅介護する人たちも現代では多くいる
ケースがあるので、同居でなければ対象
外と画一的にすべきではないと思います。

③介護していた期間が6か月以上とした根
拠を知りたい。例えば、6か月に数日不足
していただけで杓子定規に対象外とする
のは事業の目的から釈然としないので、よ
り調査をする必要がある。場合によって支
給額を介護期間に応じた段階的にしたらと
思います。例えば5か月：8万円、4か月：6
万円、3か月：5万円等々です。
　支給額10万円と0では、せっかくある本事
業が市民に支持されないこととなってしま
います。

　商品券の支給については、慰労金の位置づけをど
うすのか、また、支給を受ける介護者の意識の問題
もありますが、地域経済の活性化にもつながるもので
あり、検討事項の一つであると考えます。

　「これまでの経過・事業の内容等」に「国
の支給要件を越えて支給したため」と記述
されているが、「国の支給要件」とはどのよ
うなものですか。

高齢者
介護課

①上田市の介護者慰労金は昭和60年度から開始さ
れ、当初から基準日は11月1日と設定されており、県
内市の半数以上が基準日は11月1日となっていま
す。

②個別の事情も勘案する必要があるかと思います
が、家族と同居している高齢者が訪問介護を利用す
る場合、生活援助（調理、買い物、掃除など日常の家
事など)のサービスが受けられないなど制限があり、
その分、同居している家族の負担が多いということ
で、同居を支給の要件としています。

③県内市の介護者慰労金は介護保険制度施行以前
から支給され、ほとんどの市が6か月以上となってい
ますので、開始当時の市民感覚として妥当であった
ものと思われます。
　6か月の介護期間については施設サービスの利用
状況と民生委員の訪問調査により把握しています。
支給額を介護期間に応じた段階的にすることも一つ
の方法ですが、慰労金のあり方、位置づけを協議し
ていくなかで検討する必要があると考えます。

4

　在宅介護では何よりネックになるのが人
手だと思われます。核家族化が進んで家
族の負担が重くなる介護の労に報いるた
め、慰労金を支給することは必要と思いま
す。
　提案ですが、現金を支給する代わりに上
田市内でどこでも使える商品券を発行して
慰労金として差し上げたらどうか。活性化
にもなると思う。

2



6
　支給対象者は減少傾向にあるのか。今
後の予測は？

8
「24時間随時訪問サービスの件」
長野県の実施自治体数と上田市の実施
施設数と施設名

　平成24年度に創設されました「定期巡回・随時対応
型訪問介護看護」につきましては、平成25年4月1日
現在、当市を含め長野県内で実施している自治体は
ございません。

　国の制度は平成12年度に創設され、支給要件及び
支給額は「要介護4、5で市町村民税非課税世帯の在
宅高齢者を過去1年間介護保健サービスを受けずに
介護していること」となっており、支給額は年額10万
円でした。

高齢者
介護課

　支給対象者は増加傾向にあります。
　介護認定者数が増加傾向にあり、今後も支給対象
者が増加することが予想されます。

7

①24時間の訪問サービスを受け入れてい
る事業所は現在どの位あるのでしょうか。
　介護保険が導入されたころ、24時間サー
ビスに関与して何年間かやってきました
が、割増し負担等や料金の改定、またお
むつ等の品質向上により需要が減った時
期がありました。

②「現状と今後の課題等」の中に、今後在
宅で暮らすためのサービスの充実とありま
すが、入所施設がどんどんできていくうち
で、ニーズは在宅より施設に向かっている
ように感じられます。
　入所者の割合などや、待機者数は分か
るのでしょうか。要介護者（ご本人）の自己
決定を基本としたケアプランも、時代の
ニーズに流されている現状があるように感
じます。

①平成24年度から創設された、24時間対応型の「定
期巡回・随時対応型訪問介護看護」のサービスを提
供している事業所は現在ございませんが、「夜間対
応型訪問介護」は1事業所運営されており、日中の
「訪問介護」と併用し24時間対応が可能となっており
ます。なお、24時間訪問サービスの需要は、今後増
えてくるものと見込んでおります。

②市内にある、介護保険施設（特別養護老人ホー
ム、老人保健施設、介護療養型医療施設）の総定員
は1,635人（平成25年2月末日現在）であり、全てを市
民が利用していると仮定した場合、同時期の要介護
認定者（8,333人）の19.6％が入所していることとなり
ます。また、特別養護老人ホームの入所希望者数
は、1,530人ですが、その内在宅の方は894人（平成
24年3月末日現在）となっております。

10
　要介護の度数によって異なると思います
が、在宅サービスの自己負担はどのくらい
かかるのか。

　要介護度及び利用サービス種類により、個々の状
況に差はありますが、居宅サービス利用者１人当た
りの１か月の平均自己負担額は、10,725円（平成23
年度）となっております。なお、在宅サービスには要
介護度別に月々に利用できる金額に上限が設けられ
ております。

5
　「国の支給要件を越えて支給した件」
支給対象年齢と金額（年齢別）

9
　特別養護介護施設の入居を待っている
人が多いと聞きますが、施設が足りないの
でしょうか。

　介護が必要となっても、可能な限り住み慣れた地域
での生活が継続できるよう、当市も含め、全国的に地
域包括ケアシステムの構築が求められております。し
かしながら、様々な事情により、特別養護老人ホーム
への入所を希望される方は依然として多く、平成24年
3月末現在、市内の入所希望者総数は1,530人、その
内在宅での希望者数は894人となっております。この
数字から考えますと、今後も施設整備は必要と考え
ております。
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№ 担当課

テーマ「高齢者施策」
【　市民評価委員の質問及び意見と事務事業担当課の回答　】

対象事業名 2 敬老祝金支給事業

質問・意見 担当課の回答・考え方

1

　今後の課題として、社会情勢の変化とあ
るように、益々の超高齢化に向け、お祝い
制度を再検討すべきと思います。ただ、Ｈ
17年度に見直しが図られているので、そ
の点を考慮すべきと思います。

　お祝いという事業の性格上、市民意識に沿ったもの
でなければいけませんので、見直しの時期が来てい
ると考えています。

2

①大変意義のある事業と思います。どの
ようにして本人に渡っているのですか。以
前は民生児童委員がお渡ししていました
が、現在もそうでしょうか。

②支給対象年齢を88歳全員に10,000円と
した場合、支給額総額はどのくらいになる
か教えてください。

①祝金の支給方法は、88歳と99歳の方は民生児童
委員にお願いしており、100歳以上の方は、市の職員
がお届けしています。また、100歳の方のうち趣味な
どを持ち、特にお元気な方については市長が訪問し
敬老の意を表しています。（毎年4～5人程度）

②平成24年度支給対象となった88歳の方は902人で
す。仮に全員に10,000円を支給すると902万円となり
ます。

6
　昭和34年時の敬老年金条例の80歳以上
全員に支給の件
　人数と平均金額

　昭和34年当時の記録がありませんので、わかりま
せんが、参考までに昭和35年の国勢調査結果により
ますと、上田市（上田、丸子、真田、武石４地域合計）
の80歳以上の人口は919人でした。

3
　高齢者の増加、長寿化の現状、Ｈ17年
の見直しより9年経つ中で、88歳の方への
支給は検討の余地ありと考えます。

　先日、厚労省が全国の平均寿命を発表し、長野県
の女性の平均寿命が87.18歳となり、男女とも全国一
位となりました。このような高齢社会の状況を踏ま
え、対象年齢等についても検討する時期に来ている
かと思います。

4

　敬老の意を表し、長寿を祝福するための
祝金は意義あることと思います。
　提案ですが、祝金は現金でなく行政発行
の商品券を直接差し上げ、市内のどこでも
使える商品券として使っていただく。地域
の活性化にも役立つと思います。

　対象年齢やお祝いの手法等について見直しの時期
に来ていると考えています。また、地域経済の活性化
にもつながるものであり、検討事項の一つであると考
えます。

8

【追加資料】
①支給対象者の年齢別推移（Ｈ17年度以
降）
②後期高齢者の年齢別推移（75、80、85、
90、95、100以上）

「資料３（資料編Ⅰ Ｐ５）」をご覧ください。

高齢者
介護課

7
【追加資料】
上田市敬老祝金条例

「資料２（資料編Ⅰ Ｐ３）」をご覧ください。

5
　88歳、99歳また100歳を超えている人
は、Ｈ24年度で何人いらっしゃるのです
か。

対象人員（平成24年度実績）
　　88歳：902人　　99歳：60人　100歳：47人　101歳以
上：85人　合計：1,094人

3


